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	日程
	時 　間
	テ　ー　マ

	3
月
９
日
(土)
	10:00～11:40
	子ども療育相談センターの目指す自閉症療育

	
	昼　　食　　（各自でお取りください）

	
	12:40～13:50
	実践事例に基づく具体的対応
（１）幼児期の課題と指導の実際

	
	14:00～15:10
	（２）幼児期に療育を受けていた子どもの学齢期の課題と指導の実際

	
	15:20～16:00
	これまで、そしてこれからの自閉症療育に求められるもの


【プログラム】
≪ 講 師：明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター ≫
センター長：新井　利明　　　 相談員：山藤　由紀
田代　　結・天野　昌子
太田　智子・安藤　由希子



明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター公開講座


自閉症スペクトラム児の療育に求められるもの


― 子ども療育相談センターが目指す自閉症療育 －





期　　日：２０１3年 3月 9日（土）


受講対象：教育、保育、相談に関わる専門家および保護者、家族


定　　員：90名（定員になり次第締切りますのでホームページ等でご確認ください）


受 講 料：5,０００円（税込み）※昼食は各自でおとりください


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　TEL：０３-３９８６-７０２１


　 ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」より徒歩約７分





自閉症スペクトラム児を取り巻く療育環境の変化が急です。個別指導をベースとした療育についても、さまざまな機関で多くの取り組みが行なわれるようになってきました。その内容の多くは、自閉症のある子どもが苦手とするコミュニケーションスキルやソーシャルスキルから認知スキル、日常生活スキルなどを中心にしたものです。しかし、自閉症の障害特徴を有していても、生活環境や生活年齢、家族や親族から望まれる一人ひとりの発達や将来の希望は異なるものです。そのため、必要とされる療育も一人ひとり違いがあるのも当然です。そのような現状のなかで、自閉症療育専門機関として、所属する集団に適応することを目標とするだけでなく、自閉症の中核的な特徴への対応と、その特徴に影響された特定の年齢段階での発達の状態から、将来に向けての療育アプローチを行なっていくことが求められています。


今回の講座では、はじめに、自閉症の専門療育機関としてのセンターでの療育内容とその意図をお話させていただきます。続いて、個別療育の具体的な内容について、実践事例をお話しさせていただきます。最後に、これまでの自閉症療育の流れから、今後について考えてみたいと思います。新しい実践のアイデアを希求する教育・福祉現場の方々の参加を期待しています。








